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こる事、3）β 波を誘導しておくと、てんかん波を誘導する濃度の PTX、BIC、GBZ を
投与してもてんかん波が抑制されること、4）その抑制にはアデノシン A1 受容体の活
性化が必要なこと、5）β 波と同様な電気刺激を海馬スライスに与えると、カルバコー




















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本論文は平均 17Hz 程の周波数の β 波のてんかん波への抑制効果をアセチルコリン
作動薬であるカルバコールによって誘導された β 波及び β 周波数帯における電気刺
激で明らかにしたものであり、またその抑制効果が神経発火により放出される内在的な
アデノシンが関与する事を示した。これまで 4－12Hz のθ波のてんかん波抑制効果が
明らかにされていたがその機構は不明であった。本研究によりてんかん波抑制機構が明
らかなβ波を用いる事で実用化研究が期待される。 
また、公聴会においても、多数の出席者があり、カルバコール誘導 β 波の発生源は
どこか、その β 波はてんかん波なのか、等種々の質問がなされたが、いずれも著者の
説明によって質問者の理解が得られた。  
以上により、論文審査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が、博士（学術）の学位に十分値するものであると判断した。 
